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分かりやすい環境作りを ～就学相談会から～ 

教育センター 指導主事 遠藤 知子 

 新学習指導要領が、来年度、小学校からいよいよ本格的にスタートします。その中で、各教科領域で

の指導計画の作成と内容の取扱いに「障害のある児童などについては、学習活動を行う場合に生じる困

難さに応じた指導内容や指導方法の工夫を計画的、組織的に行うこと」という一文があります。 

先日、就学相談会があり、来年度入学するお子さんや保護者の方と相談する機会がありました。「始め

は、落ち着かなかったけれど、年長になってとても落ち着いたので小学校では、みんなと勉強させたい。」

等、保護者の願いや思いを感じた機会でした。 

障害の有無にかかわらず新一年生は、朝の登校、学校での着替え、様々な持ち物の管理、連絡帳を書

く、いすに座って授業を受けるなど、一日の生活の流れや活動が今までと大きく変化します。そのため

に落ち着かない子どもも少なくありません。何をどうしてよいか分からず不安なことが多くあるからで

す。どの子どもも、自分で動くことができるように分かりやすい表示や動線など環境の工夫が必要です。 

また、クラス作りの中に授業で大切なこと（口を閉じて話をきちんと聞く、授業中すぐに言いたいこ

とを口に出すのではなく手を挙げて先生が声をかけたら答える、友達との関わり方など）のルールを入

学して早いうちに習慣付けるよう働きかけることが大切です。ルールを守って行動している子どもに「よ

くできたね。」「その調子。」等みんなの前で誉めてあげると周りの子どももルールを守るようになってい

きます。多くの職員の目で子どもを見守り、育てていくことが大切です。保育所や幼稚園と各小学校で

の引き継ぎを充実させ、新一年生が生き生きとスタートできる環境づくりをお願いいたします。 
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関東甲信越地区小学校家庭科教育研究大会 

家庭科の授業で、６年生の児童がタブレット

を用いて熱心に話し合いました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

絆スクール集会で、来年度中学校に入学する 

しただの郷学園の６年生と、下田中学校１年生

がアドベンチャーゲームを行いました。ゲーム

の中で、みんなが協力し合いながら取り組む姿

が随所に見られました。 

５年生理科の授業に後期課程の教員が入り

一緒に授業を行いました。こうした授業を大

崎学園では「連携授業」と呼んでいます。 

子どもたちにとって、後期課程につながる

内容を学ぶことで、興味が高まる場となりま

した。 

15 日には小４・中１の児童生徒が、17 日に

は小６・中３の児童生徒が交流をする会を実施

しました。交流会では、中学校の合唱コンクー

ルで発表する合唱を小学生に披露する場面が

あり、中学生への憧れを深めるとても充実した

会になりました。 

 三条学園 

10月 15日（火）  

11月 7日（木） 

学園の全児童生徒が〝学びのガイド″を使

い、学ぶ構えを確認しています。小学校版と中

学校版に加え、平成 28年度に中期版（小５～中

１）を作成しました。中期版には、各教科の家

庭学習方法が紹介されており、家庭学習の充実

につながっています。 

10月 23日（水） 

 
しただの郷学園  

大崎学園 

 四つ葉学園 

各 学 園 の 取 組 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 瑞穂学園 
 さかえ学園 

学園３校の児童生徒が一堂に会し、中央公民

館で学園音楽祭を開催しました。 

ステージ上で、元気いっぱいに堂々と演奏を

披露しました。 

大勢の保護者や地域の方が会場に足を運び、

学園の子どもたちを応援しました。 

 

10月 31日（木） 

児童生徒の安全な登校を見守ってくださっ

ているスクールガードの方と一緒にスクール

ガード体験を行いました。この日は第二中学校

の風紀委員の生徒が体験をしました。体験をす

ることでいつもの見守りへの感謝の気持ちが

高まっていました。 

 三条おおじま学園  一ノ木戸ポプラ学園 

10月 16日（水） 

11月８日（金） 

いじめ見逃しゼロスクール集会で、栄中学校

の生徒から「ＳＮＳのルールをつくること、守

ることは自分を守ること」という話がありまし

た。その後、ＳＮＳとの付き合い方について地

域の人と話し合う中で、ルールを守る意義等に

ついて考えている姿が見られました。 

 

10月 26日（土） 

西鱈田小学校と月岡小学校に本成寺中学校

の３年生が訪れて、素晴らしい合唱を披露しま

した。小学生はその歌声に感動し、中学生は最

高学年にふさわしい態度で臨んでいました。そ

の後の質問タイム等は和やかな雰囲気で進み、

小中一貫教育のよさを感じました。 



     

 

 

小中一貫教育推進課 指導主事 桐生 太 

  

７月 18日(木)、県立教育センターで開催された「令和元年度 児童生徒の自殺予防に関する普及啓発

協議会（北陸ブロック）」に参加してきました。 

 

「自殺予防教育」というと、教育活動とは少し異質な印象を受ける方もいるかもしれません。実際、

どの学校でも児童生徒に対して健康教育に関する取組を積極的に推進しております。また、「命の大切さ」

についての内容が多いと思いますが、「自殺予防」を直接扱った学習は、ほとんどなされていないのでは

ないでしょうか。しかしながら、学校現場では、子どもたちから「死にたい」と言った言葉が聞かれた

り（または生活ノート等に書いてきたり）、リストカットなどの自傷行為をして手首に包帯を巻いてくる

子どもがいたりと、非常に心配な状況が見られるのが現実です。 

 

 小学校高学年頃から子どもたちは思春期に入り、心身ともに不安定になりがちな時期となります。普

段は元気そうに見えても、悩みや不安を抱えて、心がぎりぎりの状態まで疲れ切っていることもありま

す。そういったハイリスクな児童生徒への対応として、各学校における「ＳＯＳの出し方に関する教育」

の推進が重要であると、平成 30 年１月 23 日付けで文部科学省と厚生労働省の連名で通知が出されてい

ます。悩みを一人で抱え込み、心が危険な状況に陥ってしまう前に、「信頼できる誰かに相談すること」

「相談することは、弱いことでも恥ずかしいことでもないこと」を教えてあげてください。児童生徒自

身が悩みに対処する方法を知り、困ったときには身近な大人（担任の先生、保健室の先生、スクールカ

ウンセラーなど）、または、適切な相談機関（24時間子どもＳＯＳダイヤルなど）に相談するといったこ

とが自らできるようになることが重要です。 

 

各学校で「ＳＯＳの出し方に関する教育」を行う上での教材例として、東京都及び東京都教育委員会

作成の教材が参考になります。文部科学省ＨＰで検索してみてください。（平成 30年８月 31日付け 文

部科学省と厚生労働省連名での事務連絡より） 

 

 

「危機にある子どもにどう関わるか」～ＴＡＬＫの原則～ 

 

Ｔell    心配していることを言葉に出して伝える 

Ａsk     「死にたい」という気持ちや背景について素直に尋ねる 

Ｌisten   絶望的な気持ちを傾聴する 

Ｋeep safe  安全を確保する 

 

（令和元年度 児童生徒の自殺予防に関する普及啓発協議会資料より） 

 

 ＳＯＳの出し方に関する教育 
 


